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当資料に記載された情報は信頼に足る情報源から得たデータ等に基づいて作成しておりますが、その内容については明示されていると否とにかかわらず、弊社がその正確性、確実性を保証するものではありません。また、ここ
に記載された内容が事前の連絡なしに変更されることがあります。また、当資料は情報提供を目的としており、金融商品等の売買を勧誘するものではありません。取引時期などの最終決定はお客さまご自身の判断でなされ
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◎注意事項をよくお読み下さい
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出所:各種報道・Bloomberg

【経常収支とドル/円】（上段：経常収支 下段：ドル/円）

りそな経済フラッシュ
（日本の経常収支とドル/円）

 昨年来、日本は貿易赤字の拡大を主因に経常収支の黒字が縮小傾向にあり、それが円安要因の1つになっている。
 ドル/円の水準は従来までの100～120円台を中心とした価格帯から、130～140円台を中心とした価格帯に上方シフトして推移している。

2023年 6月 1日
りそなHD 市場企画部

担当：苅谷

貿易赤字が拡大
海外の高インフレ・ウクライナ侵攻による鉱物性

燃料(輸入額の約25%)の
価格上昇をうけて赤字が拡大

⇒円安圧力が増加

ドル/円の価格帯が上方シフト
2021年迄:100～110円台中心

2022年以降:130～140円台中心

第1次所得※が拡大
黒字が拡大も、直接投資(現地法人などへの投
資)割合が増加、稼いだ外貨が海外に滞留？

⇒円高圧力が緩和
※海外小会社や企業への投資・有価証券の収益等


